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介護をすること、介護を受けること

　この科目は、高等学校教諭一種（福祉）の必修になっています。
　人間福祉実習を控えている学生、介護に興味・関心のある学生を対象に行います。
　介護技術というと、「食事」「排泄」「入浴」の三大介護に目が向きがちですが、それぞれの技術は独立して
いるものではなく、利用者の生活を支えるという視点をもって技術を組み立てていかなければなりません。
　この授業では、単に正しい介護技術を学ぶことを目的にするのではなく、介護を受ける側の体験を何よりも大
切にします。

１．ガイダンス（授業の進め方、評価、介護技術の学び方、
　　介護者の健康管理）
２．コミュニケーション技術
３．健康観察（言葉による観察、体調確認、検温、脈拍、血
　　圧、呼吸）
４．住環境の整備（室内環境を整える、ベッドメイキング）
５．移動の介助①（ベッド上の移動と体位変換）
６．移動の介助②（立ち上がりと移乗の介助）
７．移動の介助③（車いすでの移動）
８．歩行介助

９．食事の介助
10．衣類の着脱の介護（衣類着脱の基本、着替えの介助）
11．排泄介助①（排泄介助の基本、トイレでの介助）
12．排泄介助②（オムツ介助）
13．身体の清潔①（身体を清潔にする方法、入浴、清　　
　　 拭、口腔ケア等）
14．形態別、障害別の介護
15．まとめ（介護技術試験を含む）

教）岩橋成子著『知っておきたい介護技術の基本』（誠信書房）
※必要に応じてプリントを配布します。

出席、提出物、実技。授業中の参加態度。

人間福祉実習および人間福祉実習指導を履修中の学生は、介護概論との同時履修を原則とする。社会福祉士を希望する学生は２年次必修。実際に介護の体験をするため、一
クラスの人数を30名程度とする。クラスによって人数の偏りがないように、クラスのわけは原則教員が行う。授業の際は動きやすい服装で参加すること。自前でエプロンを
用意すること。(エプロンには、大学名と氏名を書いたはがき大の白い布を縫い付けておくこと)

http://www.icc.ac.jp/


